
　

当
院
の
整
形
外
科
は
大
阪
大
学

整
形
外
科
（
医
学
系
研
究
科
器
官

制
御
外
科
学)
教
室
の
卒
後
研
修

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
病
院
の
一
つ

と
し
て
、
指
導
的
立
場
に
あ
る
日

本
整
形
外
科
学
会
認
定
専
門
医
３

人
、
レ
ジ
デ
ン
ト
２
人
で
日
々
の

診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
脊
椎
セ
ン
タ
ー
・
人
工
関
節
セ
ン

タ
ー
を
併
設
し
、
脊
椎
外
科
手
術
／
下
肢
人
工
関
節
手
術
を
中

心
に
、
高
度
な
専
門
的
治
療
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
脊
椎
セ

ン
タ
ー
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
脊
椎
・
脊
髄
疾
患
に
対
応
で
き
る
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
支
援
手
術
を

行
っ
て
お
り
、
よ
り
正
確
な
人
工
関
節
の
設
置
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
金
澤
元
宣
整
形
外
科
部
長
（
兼
脊
椎
セ
ン
タ
ー
長
）、

藪
野
瓦
平
整
形
外
科
部
長
（
兼
人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
長
）、
澤

田
典
与
司
整
形
外
科
医
長
（
兼
人
工
関
節
副
セ
ン
タ
ー
長
）
を

中
心
に
、
５
人
体
制
で
前
記
の
専
門
外
来
を
中
心
に
各
種
整
形

外
科
疾
患
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

と
も
密
に
連
携
し
、
特
に
脊
髄
・
脊
椎
損
傷
に
対
し
て
は
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
手
術
的
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
日
は
地
域
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
を
中
心
に
、
外
来
診
療

を
午
前
２
診
で
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
よ
り
完
全
予
約
制

を
導
入
し
、
地
域
の
医
療
機
関
を
連
携
し
円
滑
な
外
来
診
療
を

心
掛
け
、
特
に
脊
椎
外
科
お
よ
び
関
節
外
科
、
リ
ウ
マ
チ
領
域

に
特
化
し
た
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
術
以
外
の
保
存
的
治

療
に
つ
い
て
は
、
火
曜
午
後
と
金
曜
午
後
に
義
肢
装
具
を
要
す

る
患
者
へ
の
処
方
を
目
的
と
す
る
装
具
外
来
診
を
行
っ
て
お

り
、
長
期
間
に
わ
た
る
継
続
的
で
保
存
的
な
治
療
の
必
要
性
が

見
込
ま
れ
る
慢
性
疾
患
に
対
し
ま
し
て
は
、
ま
ず
当
院
で
最
新

の
画
像
診
断
機
器
な
ど
を
用
い
た
原
疾
患
の
診
断
と
重
症
度
、

進
行
度
を
正
確
に
評
価
し
治
療
方
針
の
検
討
を
行
い
、
理
学
療

法
や
内
服
処
方
に
よ
る
通
院
治
療
の
実
践
は
地
域
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
病
病
連
携
、
病
診
連
携
な
ど
）
を
通
し
て
、
適
切
に

地
域
内
の
各
医
療
施
設
へ
紹
介
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
泉
州
地
区
の
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
最
善

の
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

　
「
外
来
化
学

療
法
室
」
と

聞
い
て
ど
の

よ
う
な
と
こ

ろ
な
の
か
、

何
を
す
る
と

こ
ろ
な
の
か

イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
人
が
多
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。

　

外
来
化
学
療
法
室
は
、
当
院
２
階
Ｅ
ブ

ロ
ッ
ク
に
あ
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
医
師

１
人
、
薬
剤
師
１
人
、
看
護
師
５
人
で
す
。

治
療
室
に
は
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
ー
と

ベ
ッ
ド
が
あ
り
、
お
好
み
に
合
わ
せ
て
選
ん

で
い
た
だ
け
ま
す
。
治
療
中
は
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
空
間
作
り
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
オ
ル

ゴ
ー
ル
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
軽
食
を
お
持
ち
い
た
だ
い
た
り
、

本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
用
意
さ
れ
て
い
る
人
も

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
の

過
ご
し
方
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
ち
ら

に
通
っ
て
来
ら
れ
る
患
者
さ
ん
は
、
抗
が
ん

剤
治
療
や
輸
血
療
法
を
受
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
抗
が
ん
剤
治
療
は
入
院
し
て
受
け
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
人
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
薬
剤
の
開
発
が

進
み
副
作
用
の
出
現
を
抑
え
ら
れ
、
通
院
で

の
治
療
が
可
能
に
な
り
、
当
院
で
も
多
く
の

患
者
さ
ん
が
通
院
治
療
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
院
治
療
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
住
み
慣
れ
た
環

境
で
あ
る
自
宅
で
過
ご
せ
る
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ご
家
族
や
ご
友
人
、
ペ
ッ
ト

と
過
ご
す
時
間
を
も
ち
、
趣
味
や
仕
事
も
続

け
な
が
ら
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
自
宅
で
の
困
り
事
な
ど
、
電
話
相
談

も
受
け
付
け
て
お
り
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

に
安
心
し
て
通
院
治
療
が
継
続
で
き
る
よ
う

援
助
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

外
来
化
学
療
法
室

外
来
副
看
護
師
長　

平
尾
美
紀      

整
形
外
科

　

整
形
外
科
部
長
兼
脊
椎
セ
ン
タ
ー
長

兼
リ
ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長　

金
澤
元
宣

　　　　　　　　地域の医療連携の中核を担う
りんくう総合医療センター
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人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

人
権
啓
発
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

あ
い
あ
い
講
座

「
ふ
し
ぎ
な
部
落
問
題
」

　

２
０
０
２
年
に
同
和
対
策
事
業
が

終
了
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
部
落
差

別
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
は
、
ど
こ
が
部
落
か
？

な
ど
と
い
う
情
報
が
氾
濫
し
て
い
ま

す
。
差
別
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
部

落
解
放
運
動
も
時
を
経
て
、
変
化
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。「
歴
史
」

か
ら
学
び
、「
メ
デ
ィ
ア
」
に
よ
っ

て
現
在
を
知
り
、「
地
域
」
か
ら
未

差別撤廃条例
泉佐野市における部落差別撤廃
とあらゆる差別をなくすことを
めざす条例
～平成5（1993）年12月施行～

　この条例は、部落差別をはじめ、
在日外国人、障害者、女性などへの
差別など、あらゆる差別をなくし、
一人ひとりの人権が大切にされる「ま
ちづくり」をめざしています。
問合先　人権推進課 

12
月
10
日
〜
16
日
は

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題啓発

週
間

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る「
拉
致
問
題
」

な
ど
の
人
権
侵
害
や
、
日
本
に
住
む

朝
鮮
国
籍
の
人
、
在
日
の
人
へ
の
人

権
侵
害
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
私
達

の
認
識
を
深
め
、
人
権
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

人
権
推
進
課 

来
の
方
向
性
を
模
索
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
興
味
の
あ

る
人
は
、ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
14
日
㈭

　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

角
岡
伸
彦
さ
ん

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

申
込
・
問
合
先　

12
月
13
日
㈬
ま
で
に

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ま
た
は
ｅ
メ
ー
ル
（
住

所
、氏
名
、電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、年
代
、

講
座
名
を
記
入
）
で
人
権
推
進
課
へ 
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